
令和６年度 第２回 丸塚中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時  令和６年７月５日（金） １３時３０分から１５時２５分まで 

２ 開催場所  丸塚中学校 多目的ルーム 

３ 出席委員  稲垣 邦圓、鈴木 悦子、尾上 弘、酒井 里江子、宮下 まゆみ、 

鈴木 俊哉、劉 志奈、田嶋 節子（学校支援コーディネーター） 

４ 欠席委員  名倉 善郎 

５ 学校    渡瀬 益章（校長）、青島 正和（教頭）、平野 大輔（CS担当教諭） 

         石津谷 訓子（CSディレクター） 

６ 教育委員会 清水 悠（教育総務課） 

７ 傍聴者   なし 

８ 会議録作成者  CSディレクター 石津谷 訓子 

９ 議長の選出 

  司会から、議長の選出について委員に確認したところ、昨年に引き続き尾上副会長を

推挙し、尾上副会長が欠席の場合は、酒井委員が代理をする旨の同意があり、全員異議

なくこれを承認した。 

１０ 協議事項 

（１）いじめ防止基本方針に関わる取組について 

（２）学校評価アンケートについて 

１１ 会議記録 

   司会の教頭青島から、委員総数９人のうち８人の出席があり、過半数に達しているた

め、会議が成立している旨の報告があった。 

 

（１）いじめ防止基本方針に関わる取組について 

平野から、いじめ防止基本方針に関わる取組について説明があり、委員からは、以

下の発言があった。 

・ 委員として何ができるか考えたい。昨年の協議会で、いじめの現状を教えてもら

ったが、今年度はどのくらいあるのか。（尾上委員） 

→ いじめの認知の基準が下がっていることもあり、些細なことも報告を挙げてい

るため全体としては増えている。ＳＮＳ等のトラブルがある。（平野） 

・ 人権の変化を意識して、私達もこれからの子供達にとっては当たり前の感覚を身



に付けたい。（尾上委員） 

・ 様々な場面で子供達と関わっているが、あからさまないじめはなくなっていると

思う。ＳＮＳのような学校内では目に見えない事は、先生方も抑制するのは難しい

と思う。それを把握する方法は示されているのか。（俊哉委員） 

 → 当事者や第三者から訴えがあれば対応している。また、ネットパトロールで本

校生徒が該当すると連絡がくる。（平野） 

・ ＳＮＳのいじめとなる文言の基準はあるのか。（田嶋委員） 

 → 行動や容姿等の悪口で、受け取る側がいじめと感じたら、言葉の強さに関係な

くいじめと認知する。（平野） 

・ オンラインゲームの中でも、白熱して揉めることがある。ゲーム上のチーム仲間

からキックという弾かれる行為があり、たとえ本人達はふざけていただけのつもり

でもキックされた方はいじめられたと思う時代になった。（劉委員） 

・ 子供達の方が先に進んでいて、親がＳＮＳの利用方法を教えられない。ただ子供

達は危険性を把握しきれていない。誹謗中傷で賠償問題になったりすることを、知

ってもらうだけで抑止力になる。ＳＮＳの危険性を学ぶ講座等を続けて欲しい。（尾

上委員） 

・ ＰＴＡや地域でＳＮＳの対策をしていることはあるのか。（稲垣委員） 

 → ＰＴＡではないが、健全育成会で昨年度講座をした。ただ、毎年同じテーマで

講座をする訳には行かない。（青島教頭） 

・ いじめを認知すると、本人、相手、保護者へ最低でも３か月間は継続観察すると

聞いた。やはり、未然に防ぐ事が大切だと思う。（稲垣委員） 

 → 些細な事でも認知していくと、子供達の意識も高まるため悪質ないじめは減っ

ている。いじめは悪い事だと分かっていても、感情をコントロール出来なくてやっ

てしまう子がいる為、アンガーマネジメントやストレスマネジメントを学校教育の

中でやっていくのも一つの方法ではないかと思っている。（渡瀬校長） 

・ 道徳などの授業でやるのか。（稲垣委員） 

 → 道徳、総合、学活など、各学年で指導している。場合によっては、外部から講

師を招いて取り組んでいる。（青島教頭） 

・ 生徒の対人トラブルが起こるのは、コミュニケーション能力が低いからなのか。

そこはどのように指導していくか。（田嶋委員） 

 → 人と関わることがいいなと感じた上での、ソーシャルスキルトレーニングをし

ていきたい。（渡瀬校長） 

・ 子供達は耳で聞いただけだと、なかなか身につかない。体験する場が増えればい

いと思う。（劉委員） 

・ 個人を大事にしたり、個性を重視する中で、大人や地域が本当に大切な伝統など

を伝えたりして、バランスをとることも重要だと思う。（稲垣委員） 

以上の協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 



（２）学校評価アンケートについて 

    議長の指示により、教頭青島から学校評価アンケートの新設や変更箇所について 

説明があり、委員からは、以下の発言があった。 

   ・ 保護者アンケートで「お子さんは先生や親に話をしたり、相談したりしているか」

という大切な項目を新設していただけて良かったと思う。（稲垣委員） 

   以上の協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

○ その他報告事項等 

    田嶋コーディネーターよりコーディネーター研修会、酒井委員より福祉講話の報告

があった。また教頭青島からパパママ体験、職場体験について報告があった。さらに

次回運営協議会は、令和６年１１月２８日（木）、第４回運営協議会は令和７年２月

２１日（金）に開催予定である旨の報告があった。 


